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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数金種の棒金硬貨を収納可能な棒金収納庫と、
　この棒金収納庫の近傍に配設され、当該棒金収納庫と通信接続された硬貨釣銭機と、
を備え、
　前記棒金収納庫から取り出された棒金硬貨である取出棒金硬貨の包装を解いて得られた
バラ硬貨の硬貨釣銭機への補充を管理する釣銭補充管理システムであって、
　前記棒金収納庫は、
　収納庫本体と、
　この収納庫本体に対して引出し自在に設けられ、特定金種の棒金硬貨をそれぞれ１本ず
つ収納可能な複数の棒金収納部が設けられた少なくとも１つの棒金ドロアと、
　この棒金ドロアの各棒金収納部ごとに前記特定金種の棒金硬貨の有無を検知する棒金有
無検知手段と、を有し、
　前記硬貨釣銭機は、
　釣銭用として補充されるバラ硬貨が投入される投入口と、
　この投入口へ投入されたバラ硬貨の金種および枚数を識別する識別手段と、
　前記取出棒金硬貨の包装を解いて得られたバラ硬貨が前記投入口へ投入された際に前記
識別手段によって識別された当該バラ硬貨の金種および枚数と、前記棒金収納庫における
前記棒金有無検知手段の検知結果に基づいて特定される前記取出棒金硬貨の金種および本
数とを比較して両者間の対応を判定する判定手段と、
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を有する、ことを特徴とする釣銭補充管理システム。
【請求項２】
　複数金種の棒金硬貨を収納可能な棒金収納庫と、
　この棒金収納庫の近傍に配設された硬貨釣銭機と、
　この硬貨釣銭機の近傍に配設され、前記棒金収納庫および前記硬貨釣銭機に係る信号を
受信する金銭登録機と、
を備え、
　前記棒金収納庫から取り出された棒金硬貨である取出棒金硬貨の包装を解いて得られた
バラ硬貨の硬貨釣銭機への補充を管理する釣銭補充管理システムであって、
　前記棒金収納庫は、
　収納庫本体と、
　この収納庫本体に対して引出し自在に設けられ、特定金種の棒金硬貨をそれぞれ１本ず
つ収納可能な複数の棒金収納部が設けられた少なくとも１つの棒金ドロアと、
　この棒金ドロアの各棒金収納部ごとに前記特定金種の棒金硬貨の有無を検知する棒金有
無検知手段と、を有し、
　前記硬貨釣銭機は、
　釣銭用として補充されるバラ硬貨が投入される投入口と、
　この投入口へ投入されたバラ硬貨の金種および枚数を識別する識別手段と、
　前記取出棒金硬貨の包装を解いて得られたバラ硬貨が前記投入口へ投入された際に前記
識別手段によって識別された当該バラ硬貨の金種および枚数を前記金銭登録機へ送信する
バラ硬貨情報送信手段と、
を有し、
　前記金銭登録機は、前記棒金収納庫における前記棒金有無検知手段の検知結果に基づい
て特定される前記取出棒金硬貨の金種および本数と、前記硬貨釣銭機のバラ硬貨情報送信
手段から送信された前記バラ硬貨の金種および枚数とを比較して両者間の対応を判定する
判定手段を有する、ことを特徴とする釣銭補充管理システム。
【請求項３】
　複数金種の棒金硬貨を収納可能な棒金収納庫と、
　この棒金収納庫の近傍に配設され、当該棒金収納庫と通信接続された硬貨釣銭機と、
を備え、
　前記棒金収納庫から取り出された棒金硬貨である取出棒金硬貨の包装を解いて得られた
バラ硬貨の硬貨釣銭機への補充を管理する釣銭補充管理システムであって、
　前記棒金収納庫は、
　収納庫本体と、
　この収納庫本体に対して引出し自在に設けられ、棒金硬貨をそれぞれ１本ずつ収納可能
な複数の棒金収納部が設けられた少なくとも１つの棒金ドロアと、
　この棒金ドロアの各棒金収納部ごとに棒金硬貨の有無および金種を検知する棒金検知手
段と、
を有し、
　前記硬貨釣銭機は、
　釣銭用として補充されるバラ硬貨が投入される投入口と、
　この投入口へ投入されたバラ硬貨の金種および枚数を識別する識別手段と、
　前記取出棒金硬貨の包装を解いて得られたバラ硬貨が前記投入口へ投入された際に前記
識別手段によって識別された当該バラ硬貨の金種および枚数と、前記棒金収納庫における
前記棒金検知手段の検知結果に基づいて特定される前記取出棒金硬貨の金種および本数と
を比較して両者間の対応を判定する判定手段と、
を有する、ことを特徴とする釣銭補充管理システム。
【請求項４】
　複数金種の棒金硬貨を収納可能な棒金収納庫と、
　この棒金収納庫の近傍に配設された硬貨釣銭機と、
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　この硬貨釣銭機の近傍に配設され、前記棒金収納庫および前記硬貨釣銭機に係る信号を
受信する金銭登録機と、
を備え、
　前記棒金収納庫から取り出された棒金硬貨である取出棒金硬貨の包装を解いて得られた
バラ硬貨の硬貨釣銭機への補充を管理する釣銭補充管理システムであって、
　前記棒金収納庫は、
　収納庫本体と、
　この収納庫本体に対して引出し自在に設けられ、棒金硬貨をそれぞれ１本ずつ収納可能
な複数の棒金収納部が設けられた少なくとも１つの棒金ドロアと、
　この棒金ドロアの各棒金収納部ごとに棒金硬貨の有無および金種を検知する棒金検知手
段と、
を有し、
　前記硬貨釣銭機は、
　釣銭用として補充されるバラ硬貨が投入される投入口と、
　この投入口へ投入されたバラ硬貨の金種および枚数を識別する識別手段と、
　前記取出棒金硬貨の包装を解いて得られたバラ硬貨が前記投入口へ投入された際に前記
識別手段によって識別された当該バラ硬貨の金種および枚数を前記金銭登録機へ送信する
バラ硬貨情報送信手段と、
を有し、
　前記金銭登録機は、前記棒金収納庫における前記棒金検知手段の検知結果に基づいて特
定される前記取出棒金硬貨の金種および本数と、前記硬貨釣銭機のバラ硬貨情報送信手段
から送信された前記バラ硬貨の金種および枚数とを比較して両者間の対応を判定する判定
手段を有する、ことを特徴とする釣銭補充管理システム。
【請求項５】
　前記棒金収納庫における前記棒金ドロアの各棒金収納部は、特定金種の棒金硬貨をそれ
ぞれ１本ずつ収納可能となっている、ことを特徴とする請求項３または４記載の釣銭補充
管理システム。
【請求項６】
　棒金収納庫から取り出された棒金硬貨である取出棒金硬貨の包装を解いて得られたバラ
硬貨の硬貨釣銭機への補充を、制御ユニットを備えた装置が管理する釣銭補充管理方法で
あって、
　前記棒金収納庫は、前記硬貨釣銭機の近傍に配設されると共に、特定金種の棒金硬貨を
それぞれ１本ずつ収納可能な複数の棒金収納部を有し、複数金種の棒金硬貨を収納可能に
構成され、
　当該管理方法は、
　前記棒金収納庫が、各棒金収納部ごとに前記特定金種の棒金硬貨の有無を検知する棒金
有無検知工程と、
　前記硬貨釣銭機が、釣銭用として補充されるバラ硬貨の金種および枚数を識別する識別
工程と、
　前記制御ユニットが、前記取出棒金硬貨の包装を解いて得られたバラ硬貨が前記硬貨釣
銭機へ補充された際に前記識別工程によって識別された当該バラ硬貨の金種および枚数と
、前記棒金有無検知工程での検知結果に基づく前記取出棒金硬貨の金種および本数とを比
較して両者間の対応を判定する判定工程と、
を備える、ことを特徴とする釣銭補充管理方法。
【請求項７】
　棒金収納庫から取り出された棒金硬貨である取出棒金硬貨の包装を解いて得られたバラ
硬貨の硬貨釣銭機への補充を、制御ユニットを備えた装置が管理する釣銭補充管理方法で
あって、
　前記棒金収納庫は、前記硬貨釣銭機の近傍に配設されると共に、棒金硬貨をそれぞれ１
本ずつ収納可能な複数の棒金収納部を有し、複数金種の棒金硬貨を収納可能に構成され、
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　当該管理方法は、
　前記棒金収納庫が、各棒金収納部ごとに棒金硬貨の有無および金種を検知する棒金検知
工程と、
　前記硬貨釣銭機が、釣銭用として補充されるバラ硬貨の金種および枚数を識別する識別
工程と、
　前記制御ユニットが、前記取出棒金硬貨の包装を解いて得られたバラ硬貨が前記硬貨釣
銭機へ補充された際に前記識別工程によって識別された当該バラ硬貨の金種および枚数と
、前記棒金検知工程での検知結果に基づく前記取出棒金硬貨の金種および本数とを比較し
て両者間の対応を判定する判定工程と、
を備える、ことを特徴とする釣銭補充管理方法。
【請求項８】
　複数金種の棒金硬貨を収納可能な棒金収納庫であって、
　収納庫本体と、
　この収納庫本体に対して引出し自在に設けられ、特定金種の棒金硬貨をそれぞれ１本ず
つ収納可能な複数の棒金収納部が設けられた少なくとも１つの棒金ドロアと、
　この棒金ドロアの各棒金収納部ごとに前記特定金種の棒金硬貨の有無を検知する棒金有
無検知手段と、
　この有無検知手段による検知結果を送信する検知結果送信手段と、
　を備え、
　前記棒金収納庫が、各棒金収納部ごとに棒金硬貨の有無を検知する棒金有無検知工程と
、硬貨釣銭機が、釣銭用として補充されるバラ硬貨の金種および枚数を識別する識別工程
と、前記制御ユニットが、前記棒金収納庫から取り出された棒金硬貨である取出棒金硬貨
の包装を解いて得られたバラ硬貨が前記硬貨釣銭機へ補充された際に前記識別工程によっ
て識別された当該バラ硬貨の金種および枚数と、前記棒金有無検知工程での検知結果に基
づく前記取出棒金硬貨の金種および本数とを比較して両者間の対応を判定する判定工程と
、を備えた釣銭補充管理方法に用いられる、ことを特徴とする棒金収納庫。
【請求項９】
　複数金種の棒金硬貨を収納可能な棒金収納庫であって、
　収納庫本体と、
　この収納庫本体に対して引出し自在に設けられ、特定金種の棒金硬貨をそれぞれ１本ず
つ収納可能な複数の棒金収納部が設けられた少なくとも１つの棒金ドロアと、
　この棒金ドロアの各棒金収納部ごとに棒金硬貨の有無および金種を検知する棒金有無検
知手段と、
　この有無検知手段による検知結果を送信する検知結果送信手段と、
　を備え、
　前記棒金収納庫が、各棒金収納部ごとに棒金硬貨の有無および金種を検知する棒金検知
工程と、硬貨釣銭機が、釣銭用として補充されるバラ硬貨の金種および枚数を識別する識
別工程と、前記制御ユニットが、前記棒金収納庫から取り出された棒金硬貨である取出棒
金硬貨の包装を解いて得られたバラ硬貨が前記硬貨釣銭機へ補充された際に前記識別工程
によって識別された当該バラ硬貨の金種および枚数と、前記棒金検知工程での検知結果に
基づく前記取出棒金硬貨の金種および本数とを比較して両者間の対応を判定する判定工程
と、を備えた釣銭補充管理方法に用いられる、ことを特徴とする棒金収納庫。
【請求項１０】
　棒金収納庫から取り出された棒金硬貨である取出棒金硬貨の包装を解いて得られたバラ
硬貨が硬貨釣銭機へ補充された際に、前記硬貨釣銭機の識別手段により識別された当該バ
ラ硬貨の金種および枚数と、前記棒金収納庫の棒金ドロアの各棒金収納部ごとに特定金種
の棒金硬貨の有無を検知する棒金有無検知手段による検知結果に基づいて特定された前記
取出棒金硬貨の金種および本数とを比較して両者間の対応を判定する、ことを特徴とする
判定手段を備えた装置。
【請求項１１】
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　棒金収納庫から取り出された棒金硬貨である取出棒金硬貨の包装を解いて得られたバラ
硬貨が硬貨釣銭機へ補充された際に、前記硬貨釣銭機の識別手段により識別された当該バ
ラ硬貨の金種および枚数と、前記棒金収納庫の棒金ドロアの各棒金収納部ごとに棒金硬貨
の有無および金種を検知する棒金有無検知手段による検知結果に基づいて特定された前記
取出棒金硬貨の金種および本数とを比較して両者間の対応を判定する、ことを特徴とする
判定手段を備えた装置。
【請求項１２】
　複数金種の棒金硬貨を収納可能な棒金収納庫と、
　この棒金収納庫の近傍に配設された貨幣処理機と、
を備え、
　前記棒金収納庫から取り出された棒金硬貨である取出棒金硬貨と、前記貨幣処理機へ投
入された貨幣との対応を管理する管理システムであって、
　前記棒金収納庫は、
　収納庫本体と、
　この収納庫本体に対して引出し自在に設けられ、棒金硬貨をそれぞれ１本ずつ収納可能
な複数の棒金収納部が設けられた少なくとも１つの棒金ドロアと、
　この棒金ドロアの各棒金収納部ごとに少なくとも棒金硬貨の有無を検知する棒金有無検
知手段と、を有し、
　前記貨幣処理機は、
　貨幣が投入される投入口と、
　この投入口へ投入された貨幣の金種および枚数を識別する識別手段と、
を有し、
　前記貨幣処理機の前記識別手段により識別された貨幣の金種および枚数と、前記棒金収
納庫における前記棒金有無検知手段の検知結果に基づいて特定された、前記棒金収納庫か
ら取り出された棒金硬貨の金種および本数とを比較して両者間の対応を判定する判定手段
と、
を有する、ことを特徴とする管理システム。
【請求項１３】
　請求項１２記載の管理システムで用いられる棒金収納庫。
【請求項１４】
　請求項１２記載の管理システムで用いられる判定手段を備えた装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、棒金硬貨（同一金種の硬貨を一定枚数だけ棒状にまとめて包装したもの）の
包装を解いて得られたバラ硬貨を釣銭用として硬貨釣銭機に補充する際の管理を行うため
の釣銭補充管理システム、釣銭補充管理方法、棒金収納庫、判定手段を備えた装置および
管理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　上記のような釣銭補充管理システムとしては、例えば特許文献１に記載されたものがあ
る。特許文献１に記載されたシステムは、硬貨釣銭機を含むＰＯＳレジスタと、このＰＯ
Ｓレジスタに通信接続された包装硬貨処理装置とを備えている。このシステムにおいては
、必要に応じて包装硬貨処理装置から棒金硬貨（包装硬貨）を投出し、その棒金硬貨の包
装を解いて得られたバラ硬貨を釣銭用としてＰＯＳレジスタに補充するようにしている。
【特許文献１】特開２００３－２６３６８２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上述した従来の釣銭補充管理システムには、次のような問題点がある。
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【０００４】
　すなわち、包装硬貨処理装置が投出した棒金硬貨の情報はＰＯＳレジスタへ送信される
が、その棒金硬貨の包装を解いて得られたバラ硬貨の補充についての情報は店員等によっ
てＰＯＳレジスタに手入力されるだけである（特許文献１の［００２６］～［００２７］
欄等を参照）。このため、取り出された棒金硬貨と、釣銭用として補充されたバラ硬貨と
の間の対応を管理する観点からは、管理の正確さの点で問題がある。
【０００５】
　本発明は、このような点を考慮してなされたものであり、取り出された棒金硬貨と、釣
銭用として補充されたバラ硬貨との間の対応を正確に管理することのできる釣銭補充管理
システム、釣銭補充管理方法、棒金収納庫、判定手段を備えた装置および管理システムを
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、複数金種の棒金硬貨を収納可能な棒金収納庫と、この棒金収納庫の近傍に配
設され、当該棒金収納庫と通信接続された硬貨釣銭機と、を備え、前記棒金収納庫から取
り出された棒金硬貨である取出棒金硬貨の包装を解いて得られたバラ硬貨の硬貨釣銭機へ
の補充を管理する釣銭補充管理システムであって、前記棒金収納庫は、収納庫本体と、こ
の収納庫本体に対して引出し自在に設けられ、特定金種の棒金硬貨をそれぞれ１本ずつ収
納可能な複数の棒金収納部が設けられた少なくとも１つの棒金ドロアと、この棒金ドロア
の各棒金収納部ごとに前記特定金種の棒金硬貨の有無を検知する棒金有無検知手段と、を
有し、前記硬貨釣銭機は、釣銭用として補充されるバラ硬貨が投入される投入口と、この
投入口へ投入されたバラ硬貨の金種および枚数を識別する識別手段と、前記取出棒金硬貨
の包装を解いて得られたバラ硬貨が前記投入口へ投入された際に前記識別手段によって識
別された当該バラ硬貨の金種および枚数と、前記棒金収納庫における前記棒金有無検知手
段の検知結果に基づいて特定される前記取出棒金硬貨の金種および本数とを比較して両者
間の対応を判定する判定手段と、を有する、ことを特徴とする釣銭補充管理システムであ
る。
　また、本発明は、複数金種の棒金硬貨を収納可能な棒金収納庫と、この棒金収納庫の近
傍に配設された硬貨釣銭機と、この硬貨釣銭機の近傍に配設され、前記棒金収納庫および
前記硬貨釣銭機に係る信号を受信する金銭登録機と、を備え、前記棒金収納庫から取り出
された棒金硬貨である取出棒金硬貨の包装を解いて得られたバラ硬貨の硬貨釣銭機への補
充を管理する釣銭補充管理システムであって、前記棒金収納庫は、収納庫本体と、この収
納庫本体に対して引出し自在に設けられ、特定金種の棒金硬貨をそれぞれ１本ずつ収納可
能な複数の棒金収納部が設けられた少なくとも１つの棒金ドロアと、この棒金ドロアの各
棒金収納部ごとに前記特定金種の棒金硬貨の有無を検知する棒金有無検知手段と、を有し
、前記硬貨釣銭機は、釣銭用として補充されるバラ硬貨が投入される投入口と、この投入
口へ投入されたバラ硬貨の金種および枚数を識別する識別手段と、前記取出棒金硬貨の包
装を解いて得られたバラ硬貨が前記投入口へ投入された際に前記識別手段によって識別さ
れた当該バラ硬貨の金種および枚数を前記金銭登録機へ送信するバラ硬貨情報送信手段と
、を有し、前記金銭登録機は、前記棒金収納庫における前記棒金有無検知手段の検知結果
に基づいて特定される前記取出棒金硬貨の金種および本数と、前記硬貨釣銭機のバラ硬貨
情報送信手段から送信された前記バラ硬貨の金種および枚数とを比較して両者間の対応を
判定する判定手段を有する、ことを特徴とする釣銭補充管理システム。
　また、本発明は、複数金種の棒金硬貨を収納可能な棒金収納庫と、この棒金収納庫の近
傍に配設され、当該棒金収納庫と通信接続された硬貨釣銭機と、を備え、前記棒金収納庫
から取り出された棒金硬貨である取出棒金硬貨の包装を解いて得られたバラ硬貨の硬貨釣
銭機への補充を管理する釣銭補充管理システムであって、前記棒金収納庫は、収納庫本体
と、この収納庫本体に対して引出し自在に設けられ、棒金硬貨をそれぞれ１本ずつ収納可
能な複数の棒金収納部が設けられた少なくとも１つの棒金ドロアと、この棒金ドロアの各
棒金収納部ごとに棒金硬貨の有無および金種を検知する棒金検知手段と、を有し、前記硬
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貨釣銭機は、釣銭用として補充されるバラ硬貨が投入される投入口と、この投入口へ投入
されたバラ硬貨の金種および枚数を識別する識別手段と、前記取出棒金硬貨の包装を解い
て得られたバラ硬貨が前記投入口へ投入された際に前記識別手段によって識別された当該
バラ硬貨の金種および枚数と、前記棒金収納庫における前記棒金検知手段の検知結果に基
づいて特定される前記取出棒金硬貨の金種および本数とを比較して両者間の対応を判定す
る判定手段と、を有する、ことを特徴とする釣銭補充管理システムである。
　また、本発明は、複数金種の棒金硬貨を収納可能な棒金収納庫と、この棒金収納庫の近
傍に配設された硬貨釣銭機と、この硬貨釣銭機の近傍に配設され、前記棒金収納庫および
前記硬貨釣銭機に係る信号を受信する金銭登録機と、を備え、前記棒金収納庫から取り出
された棒金硬貨である取出棒金硬貨の包装を解いて得られたバラ硬貨の硬貨釣銭機への補
充を管理する釣銭補充管理システムであって、前記棒金収納庫は、収納庫本体と、この収
納庫本体に対して引出し自在に設けられ、棒金硬貨をそれぞれ１本ずつ収納可能な複数の
棒金収納部が設けられた少なくとも１つの棒金ドロアと、この棒金ドロアの各棒金収納部
ごとに棒金硬貨の有無および金種を検知する棒金検知手段と、を有し、前記硬貨釣銭機は
、釣銭用として補充されるバラ硬貨が投入される投入口と、この投入口へ投入されたバラ
硬貨の金種および枚数を識別する識別手段と、前記取出棒金硬貨の包装を解いて得られた
バラ硬貨が前記投入口へ投入された際に前記識別手段によって識別された当該バラ硬貨の
金種および枚数を前記金銭登録機へ送信するバラ硬貨情報送信手段と、を有し、前記金銭
登録機は、前記棒金収納庫における前記棒金検知手段の検知結果に基づいて特定される前
記取出棒金硬貨の金種および本数と、前記硬貨釣銭機のバラ硬貨情報送信手段から送信さ
れた前記バラ硬貨の金種および枚数とを比較して両者間の対応を判定する判定手段を有す
る、ことを特徴とする釣銭補充管理システムである。
　上述のような釣銭補充管理システムにおいては、前記棒金収納庫における前記棒金ドロ
アの各棒金収納部は、特定金種の棒金硬貨をそれぞれ１本ずつ収納可能となっていてもよ
い。
　また、本発明は、棒金収納庫から取り出された棒金硬貨である取出棒金硬貨の包装を解
いて得られたバラ硬貨の硬貨釣銭機への補充を、制御ユニットを備えた装置が管理する釣
銭補充管理方法であって、前記棒金収納庫は、前記硬貨釣銭機の近傍に配設されると共に
、特定金種の棒金硬貨をそれぞれ１本ずつ収納可能な複数の棒金収納部を有し、複数金種
の棒金硬貨を収納可能に構成され、当該管理方法は、前記棒金収納庫が、各棒金収納部ご
とに前記特定金種の棒金硬貨の有無を検知する棒金有無検知工程と、前記硬貨釣銭機が、
釣銭用として補充されるバラ硬貨の金種および枚数を識別する識別工程と、前記制御ユニ
ットが、前記取出棒金硬貨の包装を解いて得られたバラ硬貨が前記硬貨釣銭機へ補充され
た際に前記識別工程によって識別された当該バラ硬貨の金種および枚数と、前記棒金有無
検知工程での検知結果に基づく前記取出棒金硬貨の金種および本数とを比較して両者間の
対応を判定する判定工程と、を備える、ことを特徴とする釣銭補充管理方法である。
　また、本発明は、棒金収納庫から取り出された棒金硬貨である取出棒金硬貨の包装を解
いて得られたバラ硬貨の硬貨釣銭機への補充を、制御ユニットを備えた装置が管理する釣
銭補充管理方法であって、前記棒金収納庫は、前記硬貨釣銭機の近傍に配設されると共に
、棒金硬貨をそれぞれ１本ずつ収納可能な複数の棒金収納部を有し、複数金種の棒金硬貨
を収納可能に構成され、当該管理方法は、前記棒金収納庫が、各棒金収納部ごとに棒金硬
貨の有無および金種を検知する棒金検知工程と、前記硬貨釣銭機が、釣銭用として補充さ
れるバラ硬貨の金種および枚数を識別する識別工程と、前記制御ユニットが、前記取出棒
金硬貨の包装を解いて得られたバラ硬貨が前記硬貨釣銭機へ補充された際に前記識別工程
によって識別された当該バラ硬貨の金種および枚数と、前記棒金検知工程での検知結果に
基づく前記取出棒金硬貨の金種および本数とを比較して両者間の対応を判定する判定工程
と、
を備える、ことを特徴とする釣銭補充管理方法である。
　また、本発明は、複数金種の棒金硬貨を収納可能な棒金収納庫であって、収納庫本体と
、この収納庫本体に対して引出し自在に設けられ、特定金種の棒金硬貨をそれぞれ１本ず
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つ収納可能な複数の棒金収納部が設けられた少なくとも１つの棒金ドロアと、この棒金ド
ロアの各棒金収納部ごとに前記特定金種の棒金硬貨の有無を検知する棒金有無検知手段と
、この有無検知手段による検知結果を送信する検知結果送信手段と、を備え、前記棒金収
納庫が、各棒金収納部ごとに棒金硬貨の有無を検知する棒金有無検知工程と、硬貨釣銭機
が、釣銭用として補充されるバラ硬貨の金種および枚数を識別する識別工程と、前記制御
ユニットが、前記棒金収納庫から取り出された棒金硬貨である取出棒金硬貨の包装を解い
て得られたバラ硬貨が前記硬貨釣銭機へ補充された際に前記識別工程によって識別された
当該バラ硬貨の金種および枚数と、前記棒金有無検知工程での検知結果に基づく前記取出
棒金硬貨の金種および本数とを比較して両者間の対応を判定する判定工程と、を備えた釣
銭補充管理方法に用いられる、ことを特徴とする棒金収納庫である。
　また、本発明は、複数金種の棒金硬貨を収納可能な棒金収納庫であって、収納庫本体と
、この収納庫本体に対して引出し自在に設けられ、特定金種の棒金硬貨をそれぞれ１本ず
つ収納可能な複数の棒金収納部が設けられた少なくとも１つの棒金ドロアと、この棒金ド
ロアの各棒金収納部ごとに棒金硬貨の有無および金種を検知する棒金有無検知手段と、こ
の有無検知手段による検知結果を送信する検知結果送信手段と、を備え、前記棒金収納庫
が、各棒金収納部ごとに棒金硬貨の有無および金種を検知する棒金検知工程と、硬貨釣銭
機が、釣銭用として補充されるバラ硬貨の金種および枚数を識別する識別工程と、前記制
御ユニットが、前記棒金収納庫から取り出された棒金硬貨である取出棒金硬貨の包装を解
いて得られたバラ硬貨が前記硬貨釣銭機へ補充された際に前記識別工程によって識別され
た当該バラ硬貨の金種および枚数と、前記棒金検知工程での検知結果に基づく前記取出棒
金硬貨の金種および本数とを比較して両者間の対応を判定する判定工程と、を備えた釣銭
補充管理方法に用いられる、ことを特徴とする棒金収納庫である。
　また、本発明は、棒金収納庫から取り出された棒金硬貨である取出棒金硬貨の包装を解
いて得られたバラ硬貨が硬貨釣銭機へ補充された際に、前記硬貨釣銭機の識別手段により
識別された当該バラ硬貨の金種および枚数と、前記棒金収納庫の棒金ドロアの各棒金収納
部ごとに特定金種の棒金硬貨の有無を検知する棒金有無検知手段による検知結果に基づい
て特定された前記取出棒金硬貨の金種および本数とを比較して両者間の対応を判定する、
ことを特徴とする判定手段を備えた装置である。
　また、本発明は、棒金収納庫から取り出された棒金硬貨である取出棒金硬貨の包装を解
いて得られたバラ硬貨が硬貨釣銭機へ補充された際に、前記硬貨釣銭機の識別手段により
識別された当該バラ硬貨の金種および枚数と、前記棒金収納庫の棒金ドロアの各棒金収納
部ごとに棒金硬貨の有無および金種を検知する棒金有無検知手段による検知結果に基づい
て特定された前記取出棒金硬貨の金種および本数とを比較して両者間の対応を判定する、
ことを特徴とする判定手段を備えた装置である。
　また、本発明は、複数金種の棒金硬貨を収納可能な棒金収納庫と、この棒金収納庫の近
傍に配設された貨幣処理機と、を備え、前記棒金収納庫から取り出された棒金硬貨である
取出棒金硬貨と、前記貨幣処理機へ投入された貨幣との対応を管理する管理システムであ
って、前記棒金収納庫は、収納庫本体と、この収納庫本体に対して引出し自在に設けられ
、棒金硬貨をそれぞれ１本ずつ収納可能な複数の棒金収納部が設けられた少なくとも１つ
の棒金ドロアと、この棒金ドロアの各棒金収納部ごとに少なくとも棒金硬貨の有無を検知
する棒金有無検知手段と、を有し、前記貨幣処理機は、貨幣が投入される投入口と、この
投入口へ投入された貨幣の金種および枚数を識別する識別手段と、を有し、前記貨幣処理
機の前記識別手段により識別された貨幣の金種および枚数と、前記棒金収納庫における前
記棒金有無検知手段の検知結果に基づいて特定された、前記棒金収納庫から取り出された
棒金硬貨の金種および本数とを比較して両者間の対応を判定する判定手段と、を有する、
ことを特徴とする管理システムである。
　また、本発明は、このような管理システムで用いられる棒金収納庫である。
　また、本発明は、このような管理システムで用いられる判定手段を備えた装置である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
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　次に、図面を参照して本発明の一実施形態について説明する。図１乃至図４は本発明に
よる釣銭補充管理システムの実施の形態を示す図である。以下、図１乃至図４を参照して
、本実施形態の構成、作用効果および変形例を順次説明する。
【００１１】
　［構　成］
　図１に示すように、本実施形態の釣銭補充管理システムは、複数金種の棒金硬貨を収納
可能な棒金収納庫１と、硬貨釣銭機３と、ＰＯＳレジスタ（金銭登録機）５とを備えてい
る。図２に示すように、本実施形態の棒金収納庫１および硬貨釣銭機３は、互いに上下方
向に隣接して一体的に構成されている。具体的には、棒金収納庫１の本体（筐体）１ａと
硬貨釣銭機３の筐体３ａとが一体的に形成されている。また、ＰＯＳレジスタ５は硬貨釣
銭機３（および棒金収納庫１）の近傍に配設されている。
【００１２】
　図１に示すように、棒金収納庫１、硬貨釣銭機３およびＰＯＳレジスタ５は、それぞれ
制御ユニット１６、３６および５０を有している。そのうち、棒金収納庫１の制御ユニッ
ト１６は硬貨釣銭機３の制御ユニット３６と通信接続され、硬貨釣銭機３の制御ユニット
３６はＰＯＳレジスタ５の制御ユニット５０と通信接続されている。
【００１３】
　図１および図２に示すように、棒金収納庫１は、収納庫本体１ａと、この収納庫本体１
ａに対してそれぞれ前方へ引出し自在に設けられた３つの棒金ドロア１０～１２とを有し
ている。各棒金ドロア１０～１２には、特定金種の棒金硬貨をそれぞれ１本ずつに収納可
能な複数の棒金収納部１４（図２）が設けられている。例えば、上段／中段／下段の各棒
金ドロア１０，１１，１２には、１円／１０円／１００円の棒金硬貨用の収納部１４が８
つずつ、５円／５０円／５００円の棒金硬貨用の収納部１４が２つずつ、それぞれ設けら
れる。なお、各収納部１４における棒金硬貨の収納姿勢は、棒金硬貨の軸線が棒金ドロア
１０～２０の引出し方向と直交するような、横向きの水平姿勢である。
【００１４】
　また棒金収納庫１は、棒金ドロア１０～１２の各棒金収納部１４ごとに棒金硬貨の有無
を検知する棒金有無検知手段１８（図１）を有している。そして、棒金収納庫１の制御ユ
ニット１６は、有無検知手段１８による検知結果を硬貨釣銭機３の制御ユニット３６へ送
信する検知結果送信手段としての機能を有している。また、棒金収納庫１の本体１ａ前面
には、有無検知手段１８による検知結果に基づいて各金種の棒金硬貨のFULL（満杯）／EM
PTY（品切）等の状態を表示する表示パネル１ｂが設けられている。
【００１５】
　なお、本明細書においては、棒金収納庫１の棒金ドロア１０～１２から（通常、レジ係
員によって）取り出された棒金硬貨を「取出棒金硬貨」と称する。
【００１６】
　ここで、図３を参照して、棒金有無検知手段１８（図１）の具体的な構成例について説
明する。図３には、棒金収納庫１の本体１ａ（図２）内部に設けられた枠体Ｆが示されて
いる。この枠体Ｆは、各棒金ドロア１０～２０を前後方向へスライド可能に保持している
。枠体Ｆの前部には、上下１対の棒金径センサ（発光／受光ユニット）Ｓ１、左右３対の
棒金孔センサ（発光／受光ユニット）Ｓ２および上下２対の棒金幅センサ（発光／受光ユ
ニット）Ｓ３が設けられている。また、フレームＦの前部左側には、各棒金ドロア１０～
２０に対応して、合計３つの２相エンコーダＥが設けられている。
【００１７】
　そして、引き出されていた棒金ドロア１０～２０がフレームＦ（本体１ａ）に対して手
動で押し込まれる際に、対応する２相エンコーダＥ、棒金径センサＳ１および棒金孔セン
サＳ２が、それぞれ図４に示すような信号７０、７２および７４を出力するようになって
いる。これらの出力信号のうち、２相エンコーダＥの信号７０によって、対応する棒金ド
ロア１０～２０（各収納部１４）のセンサＳ１，Ｓ２に対する押込み方向の変位が特定さ
れる。また、各センサＳ１，Ｓ２の信号７２，７４によって、棒金Ｂ（図３（ａ））の外
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縁および内縁（中心孔のある５円および５０円の場合）による透光／遮光の遷移が特定さ
れる。
【００１８】
　これにより、対応する棒金ドロア１０～２０の各棒金収納部１４ごとに、棒金硬貨の有
無だけでなく、収納されている棒金硬貨の直径および中心孔の有無も特定することが可能
となる。すなわち、各収納部１４に存在する棒金硬貨が、本来収納すべき金種の棒金硬貨
であるか否かをも検知できるようになっている。なお、上記の棒金幅センサＳ３を用いる
ことで、各棒金収納部１４ごとに棒金の幅（軸線方向長さ）を検知することもできるが、
通常は棒金の直径と中心孔の有無だけで金種の特定が十分に可能である。このため、棒金
幅センサＳ３は予備的に設けられたものである。以上のように、この場合の棒金有無検知
手段１８は、各棒金収納部１４ごとに、棒金硬貨の有無および金種を検知する棒金検知手
段として機能する。
【００１９】
　次に、図１および図２に示すように、硬貨釣銭機３は、筐体３ａの前側に形成された投
入口３０、払出口３４および表示・操作パネル３ｂ（図２）を有している。また、図１に
示すように、硬貨釣銭機３は、識別手段３１、選別手段３２および金種別収納部３３を有
している。そのうち、識別手段３１は、投入口３０に投入されたバラ硬貨の金種および枚
数を識別するように構成されている。また、選別手段３２は、識別手段３１によって識別
されたバラ硬貨を金種ごとに選別するように構成されている。そして、金種別収納部３３
は、選別手段３２によって選別されたバラ硬貨を金種別に収納するように構成されている
。
【００２０】
　そして、この硬貨釣銭機３は、金種別収納部３３に収納されているバラ硬貨を、釣銭の
払出し等の必要に応じて払出口３４へ投出するように構成されている。なお、投入口３０
に投入されるバラ硬貨としては、釣銭用として補充される硬貨（典型的には取出棒金硬貨
の包装を解いて得られたバラ硬貨）の他に、顧客から受け取った入金硬貨も含まれるが、
両者は特に区別することなく金種別収納部３３に収納され、釣銭として利用される。
【００２１】
　硬貨釣銭機３の制御ユニット３６は、棒金収納庫１の制御ユニット（検知結果送信手段
）１６から送信された検知結果に基づいて、取出棒金硬貨の金種および本数を特定する棒
金特定手段としての機能を有している。また、この制御ユニット３６は、取出棒金硬貨の
包装を解いて得られたバラ硬貨が投入口３０へ投入された際に、識別手段３１によって識
別された当該バラ硬貨の金種および枚数と、（棒金特定手段としての機能によって特定さ
れた）取出棒金硬貨の金種および本数とを比較して両者間の対応を判定する判定手段とし
ての機能を有している。
【００２２】
　例えば、バラ硬貨の金種および枚数と取出棒金硬貨の金種および本数とが対応していな
い（同一金種で、バラ硬貨の合計枚数が、棒金硬貨１本当たりの硬貨枚数（通常５０枚）
×本数と一致しない）と判定された場合には、システムのログデータにフラグを立てる等
の対応が取られる。
【００２３】
　［作用効果］
　次に、以上のように構成された本実施形態の作用効果について説明する。
【００２４】
　本実施形態によれば、取出棒金硬貨の包装を解いて得られたバラ硬貨が硬貨釣銭機３の
投入口３０へ投入された際に、硬貨釣銭機３の判定手段（制御ユニット３６）によって、
識別手段３１により識別されたバラ硬貨の金種および枚数と、棒金収納庫１における棒金
有無検知手段１８の検知結果に基づいて特定された取出棒金硬貨の金種および本数とを比
較して、両者間の対応を判定することができる。これにより、取り出された棒金硬貨と、
釣銭用として補充されたバラ硬貨との間の対応を正確に管理することができる。
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【００２５】
　［変形例］
（１）硬貨釣銭機３の制御ユニット３６が判定手段としての機能を有する場合について説
明したが、これに代えて、ＰＯＳレジスタ（金銭登録機）５の制御ユニット５０が判定手
段としての機能を有していてもよい。
【００２６】
　その場合、硬貨釣銭機３の制御ユニット３６が更に：
　特定手段によって特定された取出棒金硬貨の金種および本数をＰＯＳレジスタ５へ送信
する棒金情報送信手段；および
　取出棒金硬貨の包装を解いて得られたバラ硬貨が投入口３０へ投入された際に、識別手
段３１によって識別された当該バラ硬貨の金種および枚数をＰＯＳレジスタ５へ送信する
バラ硬貨情報送信手段としての機能を有し、
　判定手段としてのＰＯＳレジスタ５の制御ユニット５０が、硬貨釣銭機３の棒金情報送
信手段（制御ユニット３６）から送信された取出棒金硬貨の金種および本数と、硬貨釣銭
機３のバラ硬貨情報送信手段（制御ユニット３６）から送信されたバラ硬貨の金種および
枚数とを比較して両者間の対応を判定する、
ように構成することができる。
【００２７】
　この場合、取出棒金硬貨の包装を解いて得られたバラ硬貨が硬貨釣銭機３の投入口３０
へ投入された際に、金銭登録機５の判定手段５０によって、棒金収納庫１における棒金有
無検知手段１８の検知結果に基づいて特定された取出棒金硬貨の金種および本数と、硬貨
釣銭機３の識別手段３１により識別されたバラ硬貨の金種および枚数とを比較して、両者
間の対応を判定することができる。
【００２８】
（２）棒金収納庫１と硬貨釣銭機３とが互いに隣接して一体的に構成されている場合につ
いて説明したが、棒金収納庫１と硬貨釣銭機３とは、必ずしも互いに一体的に構成されて
いる必要はない。すなわち、棒金収納庫１と硬貨釣銭機３とが少なくとも互いに近傍に配
置されていれば、棒金収納庫１から硬貨釣銭機３へと釣銭用の硬貨の補充を即座に行うこ
とができるという利点が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明による釣銭補充管理システムの一実施形態を示すブロック図。
【図２】図１に示したシステムの棒金収納庫および硬貨釣銭機を示す斜視図。
【図３】図２に示した棒金収納庫の内部構造を示す（ａ）上側斜視図および（ｂ）下側斜
視図。
【図４】図３に示したエンコーダおよびセンサの出力信号の例を示す図。
【符号の説明】
【００３０】
　１　棒金収納庫
　１ａ　本体
　１０，１１，１２　棒金ドロア
　１４　棒金収納部
　１６　制御ユニット（検知結果送信手段）
　１８　棒金有無検知手段（棒金検知手段）
　Ｅ　２相エンコーダ
　Ｓ１　棒金径センサ
　Ｓ２　棒金孔センサ
　３　硬貨釣銭機
　３ａ　筐体
　３０　投入口
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　３１　識別手段
　３２　選別手段
　３３　金種別収納部
　３４　払出口
　３６　制御ユニット（判定手段，棒金特定手段，棒金情報／バラ硬貨情報送信手段）
　５　金銭登録機
　５０　制御ユニット（判定手段）

【図１】 【図２】



(13) JP 4776904 B2 2011.9.21

【図３】 【図４】
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